
（別紙３）

～ 令和　７　年　２　月　２５　日

（対象者数） 4 （回答者数） 2

～ 令和　７　年　２　月　２５　日

（対象者数） 12 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・定期的に外部講師を招く、または研修に行くなどして

　新たな知識を得る

2

・場所だけでなく個々に応じた教材づくりをしている

・視覚支援なども行っている

・事業所内だけでなく、近隣の公園や土手など

　野外でのダイナミックな活動も取り入れている

3 ・保護者だけでなく、保育園や幼稚園とも情報共有を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・他機関との連携、コミュニケーションを

　積極的にとる

2

・保護者にとってわかりやすい説明を心掛ける

・保護者に参加していただきたいイベントについては

　早めの連絡を心掛ける

3

○事業所名 ダッシュくん。Fit　古国府　児童発達支援

○保護者評価実施期間
令和　７　年　２　月　１７　日

○保護者評価有効回答数

令和　７　年　２　月　１７　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７　年　２　月　２６　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域、他機関との連携不足

・会議等には定期的に参加しているが、

　保育園や幼稚園によっては情報共有が十分でない

・支援に重点をおいており、地域との交流は今のところ

　あまりできていない

・保護者への周知の方法

・日々の様子や活動については都度連絡を取り合って

　いたが、事業所のマニュアルや、訓練等の取り組み、

　計画、保護者会について、周知が十分でなかった

・子どもに寄り添った支援

・保育士、幼稚園教諭、教員が多数在籍しているため

　多方面でより良い支援を考えることができる

・活動後の振り返りと活動前の情報共有で支援の効果や

　個々のペース、目標について話し合っている

　話し合ったことをもとに新たな計画を立てている

・子どもの環境づくり

・学習スペース、活動スペース、くつろぐスペースを

　分けている

　また、感覚過敏児へパーテーションを設置している

・一人ひとりが活動しやすいよう机の向きなども

　工夫している

・保護者との連携、コミュニケーション
・保護者との情報共有を大切にし、日々活動内容や

　子どもの様子を、活動の写真を添えて連絡している

事業所における自己評価総括表公表


